

































































































































































































































































































































































































































































































































































































鍋’ ’ぅCG接種量｜経過月謝 ATG6B'' ATGGH”
6ケ月 18．5 6．2 12．3＊
0.04mg
14ケ月 18．3 5．7 12．6＊
6ケ月 18．1 5．3 12．8＊
0.02m9
14ケ月 14．7 6．6 8.1＊
総括並びに考埼
朽木(3)は初接種者を二分し，液体BCGの前者が100%陽転したのに対し後者では90%の
0.04mgと0.02mgとを用いて4週後oT[1/陽転率しか示さず,5ケ月後には夫々 94.7%,
2,000,0.1cc]をもって皮層反応を行った処,92.8%の陽性率となったと報告し，今村(4)は初
【7】
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再接種とも液体BCGの0.04mgを接種して18
~19日後と6ケ月後のOT[1/2,000,0.lcc]に
よる陽転率を検し，初接種群の場合夫83.2％，
79.6％であったのに対し，両接種群では夫々
95.7％，88.9％であったと報告している．即ち
初接種時0.04mgのものは0.02mgのものに比
し陽転率は明かに良好であり，初再接種共0.04
mgを用うれば再接種群の陽転率の勝ることは
明かな様である．柳沢⑤は再接種時には初接種
時の弘～殆量を用いても早期に陽転し以後の陽
性率推移に差異が無いと述べている．吾々はさ
きにBCGO.04mg接種後の「ツ」アレルギー
をOT[1/2,000,0.1cc),並びに之と自然感染
者（成人）に対して等力価量のATi:B''との両
者に依って測定すると，接種1ヶ年後に至るま
で遙かに後者による「ツ」反応が強度であるこ
とを実証した．そこで再接種者以上（小学校2
～6年生）に対して0.02mgを接種し，対照と
して小学校1年生（大多数初回接種）には0.04
mgを接種して，其の「ツ」アレルギーの発現
状態をAT"B''[O.257/0.1cc]により追求した．
其の成績の概要を述べると,BCG接種1ケ月
後ではAT:$B''[O.257/0.lcc]による陽転率は
何れも100%であって，再接種者以上では接種
量が半減されているにも不拘，其の平均紅斑度
は遥かに大であった．接種後約半年に至ると両
者間の陽転率，平均紅斑度には有意な差を証明
し難くなり，約1ヶ年後に於てはM校では差を
証明出来なかったが,D2校では0.02mg接種
群が陽転率，平均紅斑度とも僅かではあるが劣
った．
又経月的変化をみると両接種群とも半年後よ
結
小学児童を対象として2～6年生徒（再接種
者以上）には0.02mg/0.lcc,1年生徒（大多
数初回接種）には0.04mg/O.lccのBCGを皮
内接種し，発現する「ツ」アレルギーの推移を
AT;$B''[O.257/O.lcc]に依って測定比較する
り1ヶ年後に至ると明かに反応度の減少を示し
た．
只此の成績を判定する場合,0.04mg接種群
は大多数初回接種ではあるが一部には再接種者
も含まれていること（これが0.04mg接種群の
成績を大な.らしめているであろう)，ゞ 難陽転者
があること（これが0.02mg接種群の成績を小
ならしめているであろう)'BCG接種後自然感
染者があるであろうということ（これが両群の
差を小ならしめるであろう）を考慮に入れる必
要があるのであるが，之を要するにBCG接種
1ケ月後に於ては初接種群(0.04mg)に比し再
接種群では接種量を半減しても高度に「ツ」ア
レルギーを呈し；後漸次初接種群の反応と近似
してくるが1ヶ年後に於ても76.3～82.0%の陽
転率を示すという結果を得た・
惟うに我々が対象とした学童では多くはBCG
の体内生存期間と考えられているより遥かに長
い1～3年毎に接種をなしているのみであるこ
とから推察し，感染免疫と見倣されている結核
でも一度免疫処置を受けた個体は，その間に於
ては再免疫処置に依って例え免疫原が半減され
ても初回よりも速かに高度なアレルギー状態を
獲得し得るという事実が窺い知られるのであ
る．
此の様な事実は「チフス」予防接種の場合，
実際的に応用されている事柄であり，結核免疫
も同様な観点に立って考察した場合，副作用を
軽減し充分な免疫効果を挙げ得る予防接種方法
への改善に対し一つの示唆を与えるものではな
いかと考える次第である．
論
と,BCG接種1ケ月後では再接種以上群が甚
だ強い反応を呈し5～6ケ月後は有意な差を認
め難くなり，14ケ月後では再接種群が僅かに弱
い反応を呈した．
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Summary
Inthepresentexperiment,followingtwo Thesummarizedresultofexperiments,
groupsofsshoolchildrenwereinvolvedinwhichthediameterofrednesswas
asthesubject.measured,revealedthat:
1)Agroup:440childrenwhohadbeen 1)Afteronemonth,theAgroupgave,
inoculatedwithBCG,werebutfoundtoascomparedwiththeskinreactionofthe
benegativeto0.057A.T.@KBCG''. Bgroup,afarhigherdegreeofskin
2)Bgroup:275children,whohavenoreaction.
experienceoftheBCG,werenegativeto 2)After6months,thereobserved
O,057A.T・k<BCG''. almostnodiffbrenceinthedegreeofskin
TheA-andBgroupsweresimulta-reactivenessbetweenA-andBgroup.
neouslyinoculatedwithBCGinadose 3)Afterl2months,theAgroupgavea
ofO.02mgandadoseofO.04mgrespec- somewhatlowerdegreeofskinreaction
tively,andfollowedupbytestingwithascomparedwiththeskinreactionofthe
0.057A.T.@4BCG''theskinreactivityofBgroup.
thechildrenafterl,6,andl2months.
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